
 

           

 

 

JAPAN HERITAGE 
郡山市報道資料 

プレスリリースサイト 

SSDDGGss 未未来来都都市市ここおおりりややまま 世世界界かかんんががいい施施設設遺遺産産 https://www.city.koriyama.lg.jp/life/6/36/243/  

2024（令和６）年に郡山市は市制施行 100周年を迎えます!! 

ひらけ 未来へ こおりやま 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品ロス削減を図るため、株式会社 G-Place（本社：京都府長岡京市）と郡山市は、昨日（10

月 11 日(水)）、フードシェアリングサービス「タベスケ」導入についての連携協定を締結しました。 

12 月からのサービス開始にあたり、食品ロス削減によるごみ減量にご協力いただける飲食業を

11 月１日から募集します。 

募集にあたり、飲食業の皆様を対象に本サービスに係る説明会を開催します。 

 

１ 日時等  第１・２回（対面式） 富久山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ管理棟３階会議室（富久山町福原字北畑 1-2） 

11 月 13 日(月) 午前 10 時～11 時（第１回） 午後 2 時～3 時（第２回） 

※定員各 30 名（第３・４回への変更で調整できず、定員を超えた場合は抽選） 

        第３・４回（オンライン式） Zoom ミーティング 

         11 月 15 日(水) 午前 10 時～11 時（第３回） 午後 2 時～3 時（第４回） 

         ※Zoomミーティング参加に必要な環境は、受講者の方が各自ご用意ください。 

２ 内 容  「タベスケについて」「タベスケ協力店について」 

３ 対 象  郡山市内で食品の販売及び製造を行う事業者の方 ※参加費無料 

４ 申込み  11 月６日（月）まで、市ウェブサイトからかんたん電子申請でお申込みください。 

      ※市ウェブサイト https://www.city.koriyama.lg.jp/soshiki/55/85279.html 

      ※説明会に参加しなくても、協力店申請（11 月１日から）は可能です。 

５ 講 師  株式会社 G-Place 伏見 芽（ふしみ めい） 様 

  

＜協定締結の経緯＞ 

 郡山市は、１人１日当たりのごみ排出量が令和２(2020)年度、令和３(2021)年度の２年連続

中核市ワースト１位です。フードシェアリングサービス「タベスケ」の活用で、食品ロス削減に

よるごみ減量の効果が期待されるため、今回の協定締結となりました。 

 

＜フードシェアリングサービス「タベスケ」とは＞ 

 協力店は、賞味・消費期限が近い商品や規格外商品等をタベスケに出品します。タベスケでそ

の商品をご覧になった方が購入にお越しになれば、売上げにつながります。タベスケをきっかけ

とした、新規顧客の開拓も期待できます。 

 フードシェアリングサービスは様々なものがありますが、自治体主導のサービスで登録・出品・

取引時いずれの場面でもお店及び住民の方の負担がないのが、タベスケの特徴です。 

 協定でタベスケを導入するのは、本市が全国初の取り組みになります。タベスケの利用ニーズ

や食品ロス削減量等を見極めて、協定期間（１年）後のサービス継続を判断することになります。 

 

 

地域連携で「ごみ減量」大作戦！ 

フードシェアリングサービス「タベスケ」 

説明会への参加店を募集中です！ 
ターゲット 12.5 

2023 年 10 月 12 日 

郡山市環境部 

３Ｒ推進課 

課長 大内 健志 

TEL：924－2188 

 

 
SDGｓ ターゲット 12.5 「廃棄物発生防止、削減、再生利用及び再利用により、廃棄物の発生を大幅に削減する」 

https://www.city.koriyama.lg.jp/life/6/36/243/

